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（百万円未満切捨て）  

１．平成 26 年３月期第２四半期の業績（平成 25 年４月１日 ～ 平成 25 年９月 30 日） 
(1) 経営成績(累計)                          （％表示は、対前年同四半期増減率） 

 売 上 高 営 業 利 益      経 常 利 益      四半期純利益 

 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％

26 年３月期第２四半期 102   △6.6 △62     － △62    －  △62     － 

25 年３月期第２四半期 109     16.1 △116     － △116    －  △92     － 

 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後
１ 株 当 た り 
四半期純利益 

 円 銭 円 銭

26 年３月期第２四半期 △18.48 － 

25 年３月期第２四半期 △27.34 － 

(注)当社は、平成 25 年 10 月１日付けで普通株式１株につき普通株式 100 株の割合で株式分割を行っております。 

前事業年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり四半期純利益を算定しております。 

 
(2) 財政状態 

 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 

 百万円 百万円 ％ 

26 年３月期第２四半期 388 321 82.9 

25 年３月期 450 384 85.4 

(参考)自己資本 26 年３月期第２四半期 321 百万円  25 年３月期  384 百万円 
 
２．配当の状況 

 年間配当金 

 第１ 
四半期末 

第２
四半期末 

第３
四半期末 期末 合計 

  円 銭  円 銭  円 銭  円 銭  円 銭
25 年 3 月期 －   0.00 －  0.00 0.00

26 年 3 月期 － 0.00    

26 年 3 月期（予想）   －  0.00 0.00

(注)直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無 

平成 25 年 10 月１日付けで普通株式１株につき普通株式 100 株の割合で株式分割を行っております。 

 
３．平成 26 年３月期の業績予想（平成 25 年４月１日 ～ 平成 26 年３月 31 日） 

（％表示は、対前期増減率） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 
 百万円  ％ 百万円  ％ 百万円  ％ 百万円  ％ 円 銭

通 期 430   15.6 1   － 1   － 1   －  0  30

(注)直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無 

平成 25 年 10 月１日付けで普通株式１株につき普通株式 100 株の割合で株式分割を行っております。 



 
 
※ 注記事項    

  
(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ：無 
  
(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 
  ①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ：無  
  ②①以外の会計方針の変更           ：無 
  ③会計上の見積りの変更            ：無 
  ④修正再表示                 ：無 
 
(3) 発行済株式数(普通株式) 

①期末発行済株式数(自己株式を含む) 
②期末自己株式数      
③期末平均株式数(四半期累計) 

26 年 3 月期 2Q 3,389,700 株 25 年 3 月期 3,389,700 株

26 年 3 月期 2Q ―株 25 年 3月期 ―株

26 年 3月期 2Q 3,389,700 株 25 年 3 月期 2Q 3,389,700 株

(注)当社は、平成 25 年 10 月１日付けで普通株式１株につき普通株式 100 株の割合で株式分割を行っております。前事業年度

の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、発行済株式数を記載しております。 

 
 
※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期
決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に対する四半期レビュー手続が実施中です。 
 
※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合
理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではあ
りません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提
となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「１.当四
半期決算に関する定性的情報 (３)業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

(１)経営成績に関する説明 

当第２四半期累計期間のわが国経済は、新政権下での金融緩和をはじめとした経済成長戦略への

期待感から、過度な円高の是正や株価の回復が進みつつあり、企業業績回復、雇用情勢や個人消費

の改善など、明るい兆しが見え始めております。しかしながら、海外景気の下振れ懸念は解消して

おらず、依然として先行き不透明な状態が続いております。 

このような状況下において当社は、目標を「研究開発から事業化への加速」と定め、研究受託事

業の重点化とメニューの充実及び診断関連事業の強化を推進することにより、当事業年度末の営業

損益の黒字化を目指しております。 

 これらの結果、当第２四半期累計期間の売上高は 102 百万円(前年同四半期比 93.4%)となりまし

た。利益面では、営業損失 62 百万円(前年同四半期 116 百万円)、経常損失 62 百万円(前年同四半期

116 百万円)、第２四半期純損失 62 百万円(前年同四半期 92 百万円)となり、前年同四半期に対して

営業損失・経常損失でそれぞれ 54 百万円、四半期純損失で 30 百万円の改善が図られました。 

 

事業部門別事業状況は次のとおりです。 

 

【研究受託事業】 

研究受託事業におきましては、大学や研究機関、製薬・食品会社等を主要な顧客としてとしてＤ

ＮＡチップ関連の解析や統計処理、カスタムチップの設計等を行っております。主要なサービスと

して、受託サービスと診断サービスがあります。 

ⅰ.受託サービス 

マイクロアレイを使用した受託解析サービスと次世代シークエンス解析サービスが主力のサービ

スであります。 

受託解析サービスにおいては、製薬会社、食品会社等へ提案型営業を行うとともに、大学病院、

研究所等の顧客に対しては、きめ細かなフォローを推進しております。また、次世代シークエンス

解析サービスでは、お客様との対話を重視し、ニーズを把握するとともに、「日本人高齢健常者を加

えたエクソームデータ解析」サービス等新規サービスメニューの開発、拡充を図っております。 

ⅱ.診断サービス 

リウマチ総合診断支援サービス拡販の一環として、平成 25 年度中のリウマチ多剤効果判定のサー

ビス開始に向けβテストを実施中です。また、診断マーカー、発現プロファイルデータなどのビジ

ネス化を推進するとともに、新たにコンパニオン診断薬(注 1)開発支援事業を展開するため、医薬品開

発と一体化した診断マーカー開発への参入を推進しております。 

その結果、当第２四半期累計期間の売上高は、100 百万円(前年同四半期比 96.0%)となりました。

 

【商品販売事業】 

 商品販売事業におきましては、ＤＮＡチップ解析を体験できるキットである「ハイブリ先生」を

医薬・理系大学に対して、iPad 環境(その互換環境を含む)で稼動するソフトウエア・パッケージ製

品「iRIS:関節リウマチ問診システム」を医療機関の関節リウマチの診察現場に対して、それぞれ受

注拡大を推進し、「ハイブリ先生」を 20 セット、「iRIS」を５セット受注いたしました。 

 また、ＤＮＡ鑑定向けの硬組織(歯牙・骨)からのＤＮＡ抽出キットである「TBONE EX KIT」は、

警察関連機関ならびに大学法医学教室を中心に 11 セット受注しており、さらなる受注拡大を推進し

ております。 

 その結果、当第２四半期累計期間の売上高は、２百万円(前年同四半期比 42.3%)となりました。 

 

 

（注１）コンパニオン診断薬：患者ごとに医薬品の有効性や安全性を投与前に判断するための診

断検査法。コンパニオン診断薬を使えば特定の治療薬が効く可能性の高い患者を

選別できるため、臨床面では高い治療効果が得られ、無駄な治療をしないですむ。
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(２)財政状態に関する説明 

資産・負債及び純資産の状況 

 (資産) 

流動資産は、前事業年度末に比べて 60 百万円減少し、370 百万円となりました。これは、受取

手形及び売掛金が 88 百万円減少したことなどによるものですが、仕掛品の増加 31 百万円なども

ありました。 

固定資産は、前事業年度末に比べて 1百万円減少し、17 百万円となりました。 

この結果、総資産は、前事業年度末に比べて 61 百万円減少し、388 百万円となりました。 

(負債) 

流動負債は、前事業年度末に比べて増加し、64 百万円となりました。これは、買掛金の減少

25 百万円や、前受金の増加 33 百万円などによるものです。 

固定負債は、前事業年度末に比べて増加し、２百万円となりましたが、金額は軽微であります。

この結果、負債合計は、前事業年度末に比べて１百万円増加し、66 百万円となりました。 

(純資産) 

 純資産は、前事業年度末に比べて 62 百万円減少し、321 百万円となりました。これは、四半

期純損失 62 百万円によるものです。 

 

(３)業績予想などの将来予測情報に関する説明 

新政権の成長戦略の一つとしてiPS細胞・再生医療等の先進技術に対する支援が国家戦略の重点項

目に位置付けられており、これら先進技術に関する開発研究促進に国の研究予算が重点的に配分さ

れています。また、企業においても産業化のための動きが活発になりつつあります。 

このような環境の中、当社は引き続きアジレント社製各種マイクロアレイを使用した受託解析サ

ービス及び次世代シークエンス解析サービス等の受託サービスと診断サービス等の研究受託事業を

中心に事業を展開するとともに、細胞医薬品や再生医療の実現に不可欠となる安全性確認の検査サ

ービス事業の早期立ち上げを進めてまいります。 

受託解析サービスにおいては、従来の大学・研究所中心のビジネスに加え、製薬会社・食品会社

等の企業向けビジネスの拡大を目指し大口顧客への対応を強化します。また、市場ニーズの多様化

に対応するため、次世代シーケンサを用いた解析支援サービスを新規メニューとして加え、研究の

加速化はもとより遺伝子検査、創薬及びバイオマーカー(注２)の探索など市場ニーズに沿ったより強

力な研究支援を行い、事業の拡大を推進いたします。 

診断サービスにつきましては、「リウマチ総合診断支援サービス(レミケード効果予測検査)」に加

えてエンブレル(注３)、アクテムラ(注４)の効果予測検査を商品化させ、リウマチ多剤効果判定を推進し

てまいります。さらに、iCIS 及び iRIS による医療機関向け情報処理支援を推進してまいります。 

商品販売事業におきましては、「ハイブリ先生」を、引き続き遺伝子解析実習等を行うスーパーサ

イエンススクール等学校を中心に拡販してまいります。関節リウマチ問診システム iRIS につきまし

ては、大学病院や製薬会社等へ拡販してまいります。また、ＤＮＡ抽出キットである「TBONE EX KIT」

を、警察関連機関ならびに大学法医学教室を中心に拡販してまいります。 

なお、当期の業績予想につきましては、マイクロアレイを使用した受託解析サービスの充実と診

断事業の拡大による研究受託事業の強化を推進し、売上高 430 百万円、営業利益１百万円、経常利

益１百万円、当期純利益１百万円を見込んでおります。 

 

（注２）バイオマーカー：血液やその他の体液中もしくは組織中に存在している生体分子のうち、

正常または異常な機能あるいは病態や疾患の徴候となるもの。バイオマーカ

ーは、疾患にかかった後の治療効果の測定だけでなく、予防医療や個別化医

療への応用が期待されている。 

 

（注３）エンブレル：エンブレルは、従来の治療方法では十分に効果が得られない関節リウマチ

患者の新たな治療薬として承認された生物学的製剤である。エンブレルは関

節リウマチに見られる炎症作用を著しく抑制する。エンブレルの有用性は世

界中で認められており、海外では、長期投与による臨床効果も実証されてい

る。またエンブレルは現在、世界 74 カ国以上で承認されており、関節リウマ

チ以外の適応症を含めると、47 万人以上の患者に使用されている。 
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（注４）アクテムラ：アクテムラは、IL-6(インターロイキン 6)レセプターを阻害して関節リウ

マチを抑える、全く新しい作用の「生物学的製剤」である。作用機序が異な

るということは、より効果が高い、あるいは、従来の生物学的製剤では効果

不十分もしくは副作用で使用困難であった患者にも有効である可能性があ

る。アクテムラは国立大学法人大阪大学のグループにより開発された「日本

発」の生物学的製剤であり、すでにキャッスルマン病という疾患では 2005 年

４月にわが国で市販承認がおりている。関節リウマチに関しては、これまで

に国内外でいくつもの治験が積み重ねられ、2008 年４月、世界に先駆けて日

本で関節リウマチ治療に市販承認され一般の患者が利用できるようになっ

た。 

 

 

※本資料における予想につきましては、当社が現時点で入手可能な情報に基づき判断したものであ

ります。予想に内在するさまざまな不確定要因や今後の事業運営における内外の状況変化等により、

実際の業績と異なる場合がありますので、ご承知置きください。 

 

 

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項 
(１)四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

 
 

(２)会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。 

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等 

該当事項はありません。 
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４．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

前事業年度 
(平成25年３月31日) 

当第２四半期会計期間 
(平成25年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 265,692 263,849

受取手形及び売掛金 149,565 61,215

商品 8,676 8,638

仕掛品 － 31,677

その他 7,407 5,351

流動資産合計 431,341 370,733

固定資産   

有形固定資産 17,341 16,872

無形固定資産 582 582

投資その他の資産   

投資有価証券 0 0

その他 756 206

投資その他の資産合計 756 206

固定資産合計 18,679 17,660

資産合計 450,021 388,393

負債の部   

流動負債   

買掛金 35,979 10,020

その他 27,732 54,449

流動負債合計 63,711 64,470

固定負債   

引当金 1,795 2,043

固定負債合計 1,795 2,043

負債合計 65,507 66,513

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,116,368 1,116,368

資本剰余金 1,028,918 1,028,918

利益剰余金 △1,760,772 △1,823,405

株主資本合計 384,513 321,880

純資産合計 384,513 321,880

負債純資産合計 450,021 388,393
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（２）四半期損益計算書 
 第２四半期累計期間 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

売上高 109,904 102,628

売上原価 144,412 90,390

売上総利益又は売上総損失（△） △34,508 12,237

販売費及び一般管理費 ※１  82,210 ※１  74,325

営業損失（△） △116,719 △62,087

営業外収益   

受取利息 24 27

その他 3 －

営業外収益合計 28 27

営業外費用   

その他 － 14

営業外費用合計 － 14

経常損失（△） △116,690 △62,074

特別利益   

投資有価証券売却益 24,484 －

特別利益合計 24,484 －

特別損失   

その他 0 83

特別損失合計 0 83

税引前四半期純損失（△） △92,206 △62,158

法人税、住民税及び事業税 475 475

法人税等合計 475 475

四半期純損失（△） △92,681 △62,633
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純損失（△） △92,206 △62,158

減価償却費 7,421 4,115

投資有価証券売却及び評価損益（△は益） △24,484 －

受取利息 △24 △27

売上債権の増減額（△は増加） 171,183 88,349

たな卸資産の増減額（△は増加） △8,749 △31,640

仕入債務の増減額（△は減少） △79,399 △25,959

前受金の増減額（△は減少） 20,399 33,902

その他 △3,042 △3,572

小計 △8,904 3,010

利息の受取額 24 27

法人税等の支払額 △857 △944

営業活動によるキャッシュ・フロー △9,736 2,092

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △17,529 △4,485

投資有価証券の売却による収入 72,564 －

敷金の回収による収入 － 550

投資活動によるキャッシュ・フロー 55,035 △3,935

財務活動によるキャッシュ・フロー   

財務活動によるキャッシュ・フロー － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 45,298 △1,842

現金及び現金同等物の期首残高 261,001 265,692

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  306,299 ※  263,849
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(４) 四半期財務諸表作成に関する注記 

 

(四半期損益計算書関係) 

※１ 販売管理費及び一般管理費の主要な費用及び金額は次のとおりであります。 
 

 前第２四半期累計期間 
(自 平成24年４月 1日 
  至 平成24年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成25年４月 1日 
  至 平成25年９月30日) 

役員報酬 21,327千円  17,850千円   

給与手当 17,011千円  16,032千円   

研究開発費 3,193千円  3,888千円   

 
 

２ 売上高の季節的変動 

当社は、事業の性質上、売上高が第２四半期会計期間及び第４四半期会計期間に集中する

傾向があり、各四半期会計期間の業績に季節的変動があります。 
 
 

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係) 

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との

関係 
 

 前第２四半期累計期間 
(自 平成24年４月 1日 
  至 平成24年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成25年４月 1日 
  至 平成25年９月30日) 

現金及び預金 306,299千円  263,849千円   

現金及び現金同等物 306,299千円  263,849千円   

 
 

(継続企業の前提に関する注記) 

該当事項はありません。 
 
 

(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記) 

当第２四半期累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日) 

該当事項はありません。 
 

(株)ＤＮＡチップ研究所　（2397）　平成26年３月期 第２四半期決算短信

8



 
 

(セグメント情報等) 

 

Ⅰ 前第２四半期累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日) 

１.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 
                                (単位:千円) 

 研究受託事業 商品販売事業 計 

売上高  

外部顧客への売上高 104,458 5,445 109,904 

セグメント間の内部売上高又

は振替高 
― ― ― 

計 104,458 5,445 109,904 

セグメント利益又は損失(△) △36,460 1,951 △34,508 

 

２.報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差

額の主な内容(差異調整に関する事項) 
                               (単位：千円) 

利益 金額 

報告セグメント計 △34,508 

セグメント間取引消去 ― 

全社費用(注) △82,210 

棚卸資産の調整額 ― 

四半期損益計算書の営業損失(△) △116,719 

(注)全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

 

３.報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

 

Ⅱ 当第２四半期累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日) 

１.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 
                                (単位:千円) 

 研究受託事業 商品販売事業 計 

売上高  

外部顧客への売上高 100,325 2,302 102,628 

セグメント間の内部売上高又

は振替高 
― ― ― 

計 100,325 2,302 102,628 

セグメント利益 11,359 878 12,237 

 

２.報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差

額の主な内容(差異調整に関する事項) 
                               (単位：千円) 

利益 金額 

報告セグメント計 12,237 

セグメント間取引消去 ― 

全社費用(注) △74,325 

棚卸資産の調整額 ― 

四半期損益計算書の営業損失(△) △62,087 

(注)全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

 

３.報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 
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